
き
ま
す
。

問　

管
理
者
の
兼
務
範
囲

の
明
確
化
に
つ
い
て

答　

事
業
所
の
新
規
拡
大

に
繋
げ
る
目
的
と
、
同
一

敷
地
内
に
限
ら
れ
て
い
た

も
の
を
敷
地
外
の
場
所
で

も
兼
務
を
可
能
に
す
る
こ

と
で
事
業
所
全
体
の
負
担

軽
減
に
も
繋
が
り
ま
す
。

反
対
討
論

　
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
負

担
増
加
、
サ
ー
ビ
ス
の
低

下
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
同

一
敷
地
外
に
管
理
者
が
い

る
こ
と
、
１
ヶ
月
に
１
回

の
訪
問
が
２
ヶ
月
に
１
回

に
減
り
、
見
落
と
し
が
起

き
る
の
で
は
な
い
か
懸
念

が
あ
り
ま
す
。

賛
成
多
数
で
可
決

議
案
第
７
号

　
質
疑
、
討
論
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
８
号

　
質
疑
、
討
論
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
９
号

問　

通
知
が
年
額
表
記
で

届
く
が
、
月
額
表
記
に
で

き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

答　

実
際
の
保
険
料
の
徴

収
方
法
は
10
期
と
い
う
形

に
な
っ
て
い
て
必
ず
し
も

月
額
に
な
っ
て
お
ら
ず
、

税
金
等
も
年
額
表
記
に

な
っ
て
い
ま
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

行
政
視
察
報
告

　

令
和
６
年
１
月
24
日
・

25
日
の
行
政
視
察
に
つ
い

て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

・ 

富
士
市「
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
就
労
に
つ
い
て
」

　
様
々
な
理
由
で
働
き
づ

ら
さ
を
感
じ
て
い
る
全
て

の
市
民
が
対
象
に
受
け
ら

れ
る
支
援
制
度
で
、
一
人

一
人
に
合
っ
た
オ
ー
ダ
ー

メ
イ
ド
の
支
援
方
法
が
就

労
に
繋
が
っ
て
い
ま
し
た
。

・ 

名
古
屋
市「
不
登
校
、

校
内
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

に
つ
い
て
」

　

空
き
教
室
を
利
用
し
、

不
登
校
生
徒
が
安
心
で
き

る
空
間「
ほ
っ
と
ル
ー
ム
」

を
設
け
、
学
校
が
少
し
で

も
居
場
所
と
な
る
よ
う
、

過
ご
し
方
に
も
様
々
に
工

夫
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

議
案
第
26
号

第
二
次
湖
南
市
環
境
基
本

計
画
の
変
更
に
つ
い
て

問　

主
な
変
更
箇
所
は
。

答　

指
標
・
数
値
を
見
直

し
、
表
や
図
を
多
く
取
り

入
れ
る
こ
と
で
見
や
す
く

し
ま
し
た
。

問　

市
内
の
環
境
関
連
団

体
数
が
減
少
し
て
い
る
こ

と
に
対
す
る
見
解
や
減
少

理
由
は
。

答　

多
く
の
市
民
に
参
加

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

お
り
、
啓
発
や
発
信
に
つ

い
て
計
画
の
５
年
間
で
進

め
て
い
き
ま
す
。
個
々
の

団
体
の
明
確
な
解
散
理
由

に
つ
い
て
は
把
握
し
て
い

ま
せ
ん
が
、
全
体
的
に
高

齢
化
が
原
因
と
捉
え
て
お

り
、
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
と

考
え
て
い
ま
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

【
委
員
会
行
政
視
察
】

・�

参
加
者　
委
員
８
名
と

議
長（
誌
面
の
都
合
上
、

所
感
の
一
部
を
報
告
）

・
日
程
及
び
研
修
内
容

２
月
５
日（
月
）

福
井
県
お
お
い
町
議
会

①
通
年
議
会
の
運
用

②
議
員
報
酬
の
検
討

③
議
員
定
数
の
見
直
し

　

�

他
議
会
運
営
に
関
わ
る

こ
と
に
つ
い
て

「
委
員
の
所
感
抜
粋
」

・�

通
年
議
会
の
導
入
目
的
、

住
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る

議
会
、
議
会
見
え
る
化

を
目
標
と
し
、
最
大
の

ポ
イ
ン
ト
が「
専
決
処

分
を
な
く
す
」こ
と
よ

り
も
、
年
間
を
通
し
て

委
員
会
を
開
催
し
委
員

会
活
動
を
充
実
す
る
こ

と
で
あ
っ
た
点
は
参
考

に
す
べ
き
だ
と
思
い
ま

し
た
。

・�

報
酬
議
論
は
、
全
国
で

産業経済
常任委員会

付託案件　１件

議会運営委員会

行政視察報告

も
こ
こ
だ
け
と
い
う
議

員
の
活
動
日
数
に
応
じ

て「
本
会
議
や
委
員
会

へ
の
出
席
」の
他
、「
議

員
の
議
会
対
応
に
要
す

る
日
数
」や「
個
々
の
議

員
活
動
」を
そ
の
根
拠

と
し
た
原
価
方
式
を
採

用
し
て
お
り
、
大
変
参

考
に
な
り
ま
し
た
。

２
月
６
日（
火
）

福
井
県
敦
賀
市
議
会

①
新
議
場
の
設
備・機
能

②�

議
会
改
革
の
取
り
組
み

に
つ
い
て

「
委
員
の
所
感
抜
粋
」

・�

災
害
時
を
想
定
し
B
 C 

P
の
確
保
、
市
民
が
利

用
し
や
す
い
庁
舎
、
太

陽
光
発
電
余
剰
分
の
水

素
化
、
有
効
な
起
債
の

活
用
等
々
、
生
か
し
た

い
と
感
じ
ま
し
た
。

・�

旧
備
品
を
有
効
利
用
に

無
償
譲
渡
会
を
開
催
し
、

市
民
の
庁
舎
建
設
へ
の

関
心
度
と
理
解
を
得
た

の
で
は
と
感
じ
ま
し
た
。

・�

新
庁
舎
が
消
防
署
と
防

災
セ
ン
タ
ー
と
隣
接
し

て
、
災
害
時
対
応
が
、

迅
速
に
取
れ
る
体
制
が

取
ら
れ
て
い
て
非
常
に

よ
い
と
思
い
ま
し
た
。

●
広
島
県
広
島
市

住
民
参
加
に
よ
る
公
共
交

通　

や
ぐ
ち
お
も
い
や
り

タ
ク
シ
ー
の
取
り
組
み
に

つ
い
て�

２
月
１
日

　
急
な
坂
道
が
多
く
、住
民

の
高
齢
化
が
進
み
、道
路
幅

員
が
狭
い
た
め
路
線
バ
ス

の
乗
り
入
れ
も
な
い
郊
外

部
の
住
宅
団
地
に
お
い
て
、

住
民
主
体
で
運
行
さ
れ
て

い
る
乗
合
タ
ク
シ
ー
。国
の

「
地
域
内
フ
ィ
ー
ダ
ー
系
統

確
保
維
持
費
国
庫
補
助
金
」

を
活
用
し
な
が
ら
、市
は
運

行
が
持
続
可
能
な
も
の
と

な
る
よ
う
支
援
す
る
取
り

組
み
に
つ
い
て
視
察
し
ま

し
た
。

●
山
口
県
周
南
市

徳
山
駅
周
辺
整
備
事
業
に

つ
い
て�

２
月
２
日

　
南
北
自
由
通
路
の
設
置

に
よ
り
駅
南
北
を
一
体
的

に
捉
え
た
整
備
を
行
い
、

旧
徳
山
駅
ビ
ル
跡
地
に
公

設
民
営
図
書
館
が
入
る

「
徳
山
駅
前
賑
わ
い
交
流

施
設
」を
整
備
し
、
中
心

市
街
地
の
公
共
空
間
の
管

理
を
官
民
連
携
管
理
運
営

事
業
と
す
る
こ
と
で
賑
わ

い
創
出
を
図
る
取
り
組
み

に
つ
い
て
視
察
し
ま
し
た
。
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